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●対象となる患者様

上記期間内で西陣病院で手根管症候群の治療を受けられた方

手根管症候群の手術による予後は一般的に良好ですが母指球の筋委縮を伴った重症例で

は十分な回復が得られないことも少なくありません。術前の重症度に応じて手術成績に

影響がないか後方視的に調査し検討します。また、血液透析による手根管症候群では手

術を行っても高率に再発することが問題となっており長期経過での再発率を後方視的に

調査し検討します。
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お問い合わせ先
電話：075-461-8800（代表）

担当者：整形外科（牧之段）

試料・情報の他の研

究機関への提供およ

び提供方法

西陣病院を受診された患者様へ
西陣病院整形外科では下記の臨床研究を実施しております。

本研究の対象者に該当する方で診療情報などを研究目的に利用または提供することを希望されない場合は下記

の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。

利用する情報から氏名や住所等の患者様を直接特定できる個人情報は削除致します。ま

た、研究成果は学会・医学雑誌等で発表しますが、その際も患者様を特定できる個人情

報は利用しません

個人情報の取り扱い

研究の方法

（使用する試料等）

本研究の資金源

（利益相反）
本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません

研究課題名

（受付番号）
手根管症候群についての臨床研究

本研究の目的

●利用する情報

電子カルテに記載のある診療記録、検査データ（神経伝導検査など）を利用します

他の研究機関への試料・情報の提供はありません

調査データ

該当機関


